








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 2 「人生の花 上村松園女史筆」






























絹本彩色 軸 175.5×101.0 cm
京都市美術館
図 3 《人生の花》
絹本彩色 軸 163.8×85.4 cm
名都美術館
図 7 《よそほい》明治 35年頃
絹本彩色 軸 95.0×53.0 cm
福富太郎コレクション資料室
図 5 《人生の花》
































図 15 《花嫁》明治 32年頃
絹本彩色 軸
125.4×25.2 cm




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































明治 33年 10月 29日 掲載図版
図 12 「人生の花 京都冩眞協會員
今尾掬翠氏撮影」
「京都日出新聞」
明治 39年 3月 27日掲載
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
五
の
は
、
後
年
、
自
身
が
回
想
す
る
よ
う
に
、
単
に
花
嫁
と
母
親
の
対
照
的
な
姿
を
絵
画
化
し
た
い
と
い
う
願
望
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
花
嫁
と
母
親
の
道
行
を
描
く
《
花
ざ
か
り
》
の
図
様
を
新
た
に
考
案
し
、
展
覧
会
出
品
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
婚
礼
と
い
う
主
題
に
着
目
し
て
作
画
を
試
み
た
自
ら
の
個
性
を
、
改
め
て
主
張
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
模
倣
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
結
果
、
花
嫁
の
着
付
け
を
描
く
図
様
が
松
園
個
人
に
帰
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
た
め
、《
人
生
之
花
》
と
類
似
し
た
同
名
作
品
を
、
松
園
が
あ
え
て
制
作
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
松
園
の
書
簡
に
記
さ
れ
た
依
頼
画
「
人
生
の
花
図
」
が
無
事
完
成
さ
れ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
当
初
は
着
付
け
姿
の
花
嫁
の
画
題
で
依
頼
さ
れ
た
作
品
を
、
松
園
は
制
作
段
階
で
《
花
ざ
か
り
》
の
図
様
に
置
き
換
え
た
。
そ
の
結
果
《
花
ざ
か
り
》
と
類
似
し
た
現
存
作
品
が
《
人
生
の
花
》
と
し
て
伝
来
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
が
完
成
当
初
よ
り
こ
の
題
名
で
あ
っ
た
か
を
含
め
36
検
証
さ
れ
る
べ
き
点
は
多
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
推
測
は
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
花
嫁
の
着
付
け
姿
よ
り
も
、
花
嫁
と
母
親
の
対
照
的
な
姿
を
描
く
こ
と
に
松
園
が
よ
り
一
層
、
愛
着
を
抱
い
て
い
た
点
は
強
調
し
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
。
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
と
は
異
な
る
図
様
を
持
つ
、
花
嫁
と
母
親
を
描
い
た
下
絵
も
伝
存
す
る
（
図
１３
）。
こ
の
下
絵
の
本
画
は
現
在
知
ら
れ
な
い
。
下
絵
に
一
致
す
る
図
様
で
は
な
い
が
、
花
嫁
と
母
親
を
正
面
か
ら
の
視
点
で
と
ら
え
る
と
こ
ろ
が
共
通
す
る
作
例
を
挙
げ
よ
う
。
《
母
》（
図
１４
）
お
よ
び
《
花
嫁
》（
図
１５
）
と
題
さ
れ
た
作
品
は
、
今
日
独
立
し
た
作
品
と
し
て
個
別
に
所
蔵
さ
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
本
来
は
対
幅
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
画
面
寸
法
、
画
面
を
占
め
図 16 《花嫁雙幅》
「當市新町藤木萬助氏所蔵品」
（大正 4年 7月）掲載図版
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
六
る
人
物
の
大
き
さ
の
近
似
に
加
え
、
大
正
四
年
に
京
都
美
術
倶
楽
部
で
催
さ
れ
た
売
立
の
目
録
37
に
、
両
者
と
同
一
と
思
わ
れ
る
作
品
が
「
花
嫁
雙
幅
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
（
図
１６
）
こ
と
が
根
拠
と
な
る
。
花
嫁
の
や
や
前
か
が
み
の
姿
勢
、
ほ
ぼ
正
面
を
向
く
母
親
の
す
ら
り
と
し
た
立
姿
は
、《
花
ざ
か
り
》
の
主
題
を
源
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
よ
う
。
お
わ
り
に
明
治
三
二
年
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
は
出
品
当
時
の
資
料
に
よ
っ
て
花
嫁
の
着
付
け
を
描
く
作
品
で
あ
り
、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
と
は
図
様
を
異
に
す
る
と
推
察
さ
れ
る
。
一
方
、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
は
、
図
様
の
点
で
明
治
三
三
年
第
九
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
四
回
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
出
品
画
《
花
ざ
か
り
》
に
近
く
、《
花
ざ
か
り
》
制
作
後
、
つ
ま
り
従
来
の
制
作
年
よ
り
も
後
の
制
作
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
本
来
な
ら
《
花
ざ
か
り
》
と
名
付
け
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
が
、
今
日
の
題
名
で
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
推
論
を
試
み
た
。《
人
生
之
花
》
で
は
な
く
《
花
ざ
か
り
》
を
高
く
評
価
す
る
松
園
の
見
解
に
は
、《
人
生
之
花
》
を
模
倣
し
た
と
も
見
な
し
得
る
作
品
が
他
画
家
に
よ
っ
て
相
次
い
で
制
作
さ
れ
て
い
る
事
実
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。《
人
生
之
花
》
の
模
作
と
も
見
な
せ
る
制
作
例
は
、
明
治
三
〇
年
代
前
半
の
京
都
画
壇
で
、
絵
画
作
品
に
お
け
る
画
家
の
個
性
が
ど
の
程
度
尊
重
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
を
惹
起
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
《
人
生
之
花
》
は
花
嫁
の
着
付
け
が
仕
上
が
る
直
前
を
描
き
、《
花
ざ
か
り
》
は
式
場
へ
向
か
う
花
嫁
と
母
親
を
描
く
。
両
作
品
は
、
婚
礼
と
い
う
晴
れ
の
日
の
時
間
的
な
推
移
を
描
い
た
連
作
と
も
考
え
ら
れ
る
点
で
も
興
味
深
い
。
三
点
の
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
の
各
々
の
制
作
時
期
や
制
作
の
経
緯
、
描
写
内
容
の
差
異
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。《
人
生
之
花
》、《
花
ざ
か
り
》、
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
と
い
う
数
々
の
婚
礼
に
取
材
し
た
作
品
群
が
、
松
園
の
画
業
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
、
近
代
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
七
の
日
本
画
史
に
ど
の
よ
う
な
足
跡
を
遺
し
た
と
言
え
る
の
か
、
今
後
の
課
題
と
し
て
新
た
に
考
察
し
た
い
。
註⑴
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
を
主
催
し
た
京
都
美
術
協
会
発
行
の
「
京
都
美
術
協
会
雑
誌
」
第
八
三
号
（
明
治
三
二
年
五
月
）
に
同
展
出
品
目
録
が
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
表
記
に
従
い
、
本
稿
で
は
松
園
の
同
展
出
品
画
を
《
人
生
之
花
》
と
記
す
。
三
点
が
現
存
す
る
同
名
作
品
《
人
生
の
花
》
と
区
別
す
る
た
め
に
も
こ
の
表
記
を
採
る
こ
と
を
断
わ
っ
て
お
く
。
⑵
明
治
三
二
年
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
出
品
画
《
人
生
之
花
》
と
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
の
図
様
が
異
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
上
村
松
園
の
初
期
作
品
《
花
ざ
か
り
》
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（「
美
学
論
究
」
第
二
五
編
関
西
学
院
大
学
文
学
部
美
学
研
究
室
平
成
二
二
年
三
月
）
で
既
に
指
摘
し
た
。
⑶
松
園
が
没
し
て
か
ら
約
半
年
後
の
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
二
月
開
催
の
「
上
村
松
園
と
そ
の
藝
術
展
」（
毎
日
新
聞
社
主
催
）
は
、
名
都
美
術
館
所
蔵
作
品
《
人
生
の
花
》
を
出
品
画
と
紹
介
す
る
早
い
例
だ
ろ
う
。
上
村
松
篁
校
閲
・
神
崎
憲
一
解
説
『
上
村
松
園
と
そ
の
藝
術
展
│
作
品
と
解
説
│
』（
昭
和
二
五
年
二
月
）
は
同
作
品
図
版
を
掲
載
し
つ
つ
「
同
一
題
材
で
「
花
ざ
か
り
」
は
東
京
の
前
期
美
術
院
に
出
品
さ
れ
て
抜
擢
さ
れ
た
が
、
そ
の
試
作
的
に
京
都
の
展
覧
會
に
出
た
の
が
こ
の
作
だ
」
と
解
説
す
る
。「
上
村
松
園
と
そ
の
藝
術
展
」
の
記
念
図
録
と
し
て
発
行
さ
れ
た
上
村
信
太
郎
編
『
松
園
作
品
集
』（
昭
和
二
五
年
五
月
）
も
、
同
作
品
を
「
明
治
三
十
二
年
（
廿
五
才
作
）
京
都
新
古
美
術
品
展
出
品
（
三
等
賞
）」
と
記
す
。
な
お
、
京
都
市
美
術
館
所
蔵
作
品
の
一
点
が
出
品
画
と
表
記
さ
れ
始
め
る
時
期
に
つ
い
て
は
現
在
新
た
に
検
討
し
て
い
る
。
⑷
三
点
の
《
人
生
の
花
》
の
う
ち
京
都
市
美
術
館
所
蔵
作
品
の
一
点
は
東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
み
の
展
示
、
京
都
市
美
術
館
所
蔵
作
品
の
他
の
一
点
は
京
都
国
立
近
代
美
術
館
の
み
の
展
示
、
つ
ま
り
各
会
場
二
作
品
ず
つ
の
展
示
で
あ
っ
た
た
め
、
三
点
が
同
時
に
展
観
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
⑸
尾
﨑
眞
人
「
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》」「
京
都
市
美
術
館
年
報
平
成
二
〇
年
度
」
平
成
二
二
年
三
月
八
〇
│
八
一
頁
⑹
尾
﨑
眞
人
「
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》」（
同
前
）
八
二
頁
な
お
、《
人
生
の
花
》
の
図
様
が
源
泉
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
新
聞
広
告
や
マ
ッ
チ
箱
ラ
ベ
ル
、
双
六
は
、
京
都
市
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
第
二
期
「
作
家
の
一
言
／
見
者
の
一
見
、
美
術
館
で
の
一
会
」（
平
成
二
一
年
七
月
一
一
日
│
一
〇
月
一
一
日
）
で
展
示
さ
れ
た
。
⑺
尾
﨑
眞
人
「
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》」（
同
前
）
八
三
頁
⑻
平
野
重
光
「
印
章
」『
上
村
松
園
画
集
』
図
版
編
京
都
新
聞
社
平
成
元
年
二
五
三
頁
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
八
⑼中
村
麗
子
「
上
村
松
園
の
作
品
に
お
け
る
落
款
に
つ
い
て
」「
東
京
国
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
」
第
一
六
号
二
〇
一
二
年
六
│
二
九
頁
⑽
「
新
古
美
術
品
展
覽
會
の
出
品
」「
京
都
美
術
協
会
雑
誌
」
第
八
三
号
明
治
三
二
年
五
月
三
一
頁
⑾
「
新
古
美
術
品
展
覽
會
褒
賞
」「
京
都
美
術
協
会
雑
誌
」
第
八
四
号
明
治
三
二
年
六
月
三
一
頁
こ
の
文
献
で
は
松
園
の
受
賞
作
品
は
「
人
物
図
」
と
記
さ
れ
「
人
生
之
花
」
と
明
記
さ
れ
な
い
。
現
段
階
で
第
五
回
新
古
美
術
品
展
覧
会
へ
の
松
園
の
出
品
画
は
一
点
し
か
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
受
賞
作
品
は
《
人
生
之
花
》
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
⑿
一
味
平
等
居
士
「
岡
崎
の
美
術
館
（
續
四
）」「
京
都
日
出
新
聞
」
明
治
三
二
年
四
月
三
〇
日
四
面
⒀
芍
紅
園
主
人
「
京
都
に
於
け
る
新
古
美
術
展
覽
會
（
七
）」「
読
売
新
聞
」
明
治
三
二
年
四
月
二
〇
日
三
面
⒁
「
月
曜
附
録
」「
読
売
新
聞
」（
別
刷
）
明
治
三
二
年
八
月
七
日
五
面
⒂
「
明
治
廿
九
年
秋
季
美
術
展
覽
會
出
品
目
録
上
新
畫
の
部
」
三
一
頁
﹇
青
木
茂
監
修
「
近
代
日
本
ア
ー
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
０１９
日
本
美
術
協
会
第
四
巻
」（
ゆ
ま
に
書
房
平
成
一
三
年
）
所
収
﹈
明
治
二
九
年
日
本
美
術
協
会
秋
季
美
術
展
覧
会
出
品
画
《
婦
人
愛
児
図
》
に
つ
い
て
は
、
金
子
堅
太
郎
氏
の
所
蔵
と
な
り
、
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
時
に
焼
失
し
た
が
、
同
氏
の
依
頼
に
応
じ
て
昭
和
一
五
年
頃
に
松
園
が
再
制
作
を
行
っ
た
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
（
石
川
宰
三
郎
「
松
園
女
史
の
業
績
と
そ
の
氣
魄
」「
美
之
國
」
第
一
九
四
号
昭
和
一
六
年
一
六
頁
）。
⒃
「
臨
時
増
刊
日
本
美
術
畫
報
」（
明
治
三
一
年
二
月
）
は
、
褒
状
一
等
を
受
賞
し
た
作
品
と
し
て
《
婦
人
愛
児
図
》
を
掲
載
す
る
。
同
誌
の
緒
言
に
よ
る
と
、
雑
誌
の
発
行
が
遅
れ
た
た
め
、
過
去
の
日
本
美
術
協
会
展
覧
会
出
品
画
を
繰
り
合
わ
せ
紹
介
す
る
増
刊
号
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
事
情
を
考
慮
し
、
明
治
二
九
年
日
本
美
術
協
会
秋
季
美
術
展
覧
会
か
ら
一
年
以
上
経
過
し
た
時
点
で
の
図
版
で
は
あ
る
が
、
同
展
出
品
画
《
婦
人
愛
児
図
》
を
撮
影
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
⒄
「
作
品
解
説
」『
上
村
松
園
画
集
』
解
説
編
京
都
新
聞
社
平
成
元
年
六
五
頁
⒅
《
花
ざ
か
り
》
に
対
す
る
批
評
記
事
内
容
の
考
察
に
つ
い
て
は
拙
稿
（
前
掲
註
⑵
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
⒆
無
聲
詩
囚
「
第
九
回
繪
畫
共
進
會
評
判
（
續
）」「
中
央
新
聞
」
明
治
三
三
年
一
一
月
一
〇
日
一
面
⒇
▲
▲
生
「
觀
畫
漫
評
㈠
」「
都
新
聞
」
明
治
三
三
年
一
一
月
二
一
日
五
面
21
「
中
央
新
聞
」（
前
掲
註
⒆
）
は
批
評
記
事
と
と
も
に
粗
雑
な
筆
致
な
が
ら
も
模
写
図
を
掲
載
す
る
。「
読
売
新
聞
」（
明
治
三
三
年
一
一
月
一
九
日
付
録
一
面
）
も
「
花
ざ
か
り
第
九
回
繪
畫
共
進
會
出
品
上
村
松
園
女
筆
」
の
明
記
を
伴
う
模
写
図
を
掲
載
す
る
。
22
鏑
木
清
方
編
『
日
本
風
俗
畫
大
成
第
八
明
治
時
代
』「
日
本
風
俗
畫
大
成
明
治
時
代
目
次
」
中
央
美
術
社
昭
和
四
年
四
頁
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
四
九
23鏑
木
清
方
編
『
日
本
風
俗
畫
大
成
第
八
明
治
時
代
』（
同
前
）
二
〇
頁
24
神
崎
憲
一
『
京
都
に
於
け
る
日
本
畫
史
』
京
都
精
版
印
刷
社
昭
和
四
年
二
〇
頁
引
用
文
中
の
「
日
本
美
術
院
第
五
回
展
覽
會
」
は
「
日
本
美
術
院
第
四
回
展
覽
會
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
25
三
点
の
現
存
作
品
《
人
生
の
花
》
が
依
頼
制
作
に
よ
る
も
の
か
否
か
を
含
め
、
制
作
年
代
、
制
作
経
緯
に
つ
い
て
の
詳
細
を
提
示
で
き
る
よ
う
、
今
後
さ
ら
に
調
査
を
深
め
た
い
。
26
前
掲
註
⑻
に
同
じ
。
27
「
作
畫
に
つ
い
て
」
上
村
松
園
談
・
中
村
達
男
編
『
青
眉
抄
』
昭
和
一
八
年
六
合
書
院
一
四
一
│
一
四
五
頁
本
文
で
の
引
用
は
省
略
し
た
が
、
こ
の
回
想
で
は
知
人
の
婚
礼
支
度
を
手
伝
っ
た
経
験
か
ら
着
想
を
得
た
こ
と
、
花
嫁
や
母
親
を
ス
ケ
ッ
チ
し
そ
れ
を
制
作
に
活
か
し
た
旨
も
明
か
さ
れ
る
。
28
明
治
二
三
年
に
設
立
さ
れ
た
京
都
美
術
協
会
が
主
催
す
る
新
古
美
術
品
展
覧
会
は
、
当
代
作
家
に
よ
る
新
制
作
品
と
古
美
術
品
の
二
部
で
構
成
さ
れ
る
。
審
査
の
対
象
と
な
る
新
制
作
品
は
多
岐
に
わ
た
る
分
野
か
ら
出
品
さ
れ
、
第
五
回
展
で
は
絵
画
に
加
え
、
彫
刻
、
染
物
、
織
物
、
陶
磁
器
な
ど
お
よ
そ
十
項
の
出
品
区
分
が
設
け
ら
れ
た
。
29
「
下
郷
益
太
郎
氏
宛
は
が
き
」（
明
治
三
三
年
一
二
月
二
四
日
付
）『
上
村
松
園
画
集
』
図
版
編
（
同
前
）
二
四
二
頁
30
「
審
査
品
」「
京
都
美
術
協
会
雑
誌
」
第
九
五
号
明
治
三
三
年
五
月
三
〇
頁
31
そ
ほ
づ
の
や
主
人
「
美
術
館
の
審
査
品
第
四
」「
京
都
日
出
新
聞
」
明
治
三
三
年
四
月
二
〇
日
四
面
32
芍
紅
園
主
人
「
京
都
新
古
美
術
展
覽
會
繪
畫
畧
評
（
九
）」「
読
売
新
聞
」
明
治
三
三
年
五
月
三
日
二
面
33
今
泉
梅
渓
は
名
古
屋
に
生
ま
れ
、
は
じ
め
木
村
金
秋
に
土
佐
派
を
学
び
、
後
に
竹
内
栖
鳳
に
師
事
し
た
。
別
号
に
楳
渓
、
楳
啓
が
あ
る
。
明
治
三
五
年
に
名
古
屋
堀
詰
町
に
住
む
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
栖
鳳
へ
の
入
門
は
そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ
る
が
、
栖
鳳
塾
内
で
の
松
園
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
具
体
的
な
師
事
期
間
を
現
在
調
査
中
で
あ
る
。
34
「
白
馬
會
第
五
回
展
覽
會
目
録
」﹇
青
木
茂
監
修
『
近
代
日
本
ア
ー
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
０１３
白
馬
会
第
一
巻
』（
ゆ
ま
に
書
房
平
成
一
三
年
）
所
収
﹈
35
「
人
生
の
花
京
都
冩
眞
協
會
員
今
尾
掬
翠
氏
撮
影
」「
京
都
日
出
新
聞
」
明
治
三
九
年
三
月
二
七
日
七
面
本
紙
面
で
「
掬
」
は
判
読
不
能
だ
が
、
他
の
資
料
よ
り
今
尾
掬
翠
の
名
前
が
推
測
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
表
記
し
た
。
36
次
の
京
都
市
美
術
館
発
行
の
文
献
は
、
同
館
所
蔵
作
品
《
人
生
の
花
》
の
題
名
表
記
は
共
箱
の
落
款
に
基
づ
く
と
す
る
。
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
五
〇
吉
中
充
代
「
あ
と
が
き
に
か
え
て
人
生
の
花
・
２
点
」『
う
る
わ
し
の
京
都
い
と
し
の
美
術
館
』
展
覧
会
図
録
平
成
一
五
年
だ
が
そ
の
落
款
が
松
園
自
身
の
筆
に
な
る
も
の
か
今
後
よ
り
詳
細
な
検
討
が
望
ま
し
い
。
37
『
當
市
新
町
藤
木
萬
助
氏
所
蔵
品
』（
大
正
四
年
七
月
三
日
開
催
の
売
立
目
録
）
五
頁
、
図
版
三
二
図
版
典
拠
図
３
、
４
、
５
、
７
『
上
村
松
園
展
』
図
録
（
日
本
経
済
新
聞
社
平
成
二
二
年
）
図
８
『
名
品
揃
物
浮
世
絵
４
歌
麿
Ⅱ
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
平
成
四
年
）
図
９
雲
村
俊
慥
『
豪
華
絵
巻
で
楽
し
む
大
奥
の
し
き
た
り
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
平
成
一
九
年
）
図
１３
『
日
本
画
素
描
大
観
二
上
村
松
園
』（
講
談
社
昭
和
五
八
年
）
図
１４
『
市
制
８０
周
年
記
念
展
上
村
松
園
と
鏑
木
清
方
』（
平
塚
市
美
術
館
平
成
二
四
年
）
図
１５
『
上
村
松
園
画
集
』（
京
都
新
聞
社
平
成
元
年
）
付
記本
稿
で
は
一
部
、
旧
字
体
を
改
め
新
字
体
を
用
い
た
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
。
特
に
作
品
《
母
》《
花
嫁
》
に
関
し
て
は
、
平
塚
市
美
術
館
勝
山
滋
氏
に
貴
重
な
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
│
│
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
員
│
│
上
村
松
園
《
人
生
の
花
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
試
論
五
一
